
1979年  1月 

IMATRON社 電子スキャン超高速CT(Imatron)を完成 

 電子スキャン超高速CT (カタログより） 

主な仕様 

適応分野： 全身、心臓検査 
スキャン動作：回転電子ビーム 
スライス/スキャン：2スライス 
検出器：ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ酸ｶﾄﾞﾐｳﾑ/pinﾌｫﾄﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 
データ取得：462データ/スライス 
スキャン形状： 半径67.5ｃｍ、2本の210°リング 
スキャン時間：33msec,50msec,100ms 
スライス厚：4mm/8mm 
ガントリ傾斜：なし（ただしテーブル傾斜機能あり） 
再構成時間：10秒、35秒 
画像マトリックス：256×256、512×512 
ダイナミックスキャン：48スライス/秒 

 従来CT装置は機械的スキャンであったが、超高速
電子スキャン方式を世界に先がけて開発した。超高
速化により循環器分野に大きく貢献。 

電子スキャンの構成 

（次ページへリンク） 

年表→ 1979年 1月  IMATRON社 電子スキャン超高速CT(Imatron)を完成 
 →下記資料をリンクする 
 →さらに下部記載電子スキャンの構成を次ページへリンクする 



電子スキャンの構成  (カタログより抜粋） 

（前ページよりリンク） 
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